
様式第３号 

会    議    録 

会 議 の 名 称         朝霞市立朝霞第二中学校 第２回 学校運営協議会 

開 催 日 時          

             午前１０時１０分から 

令和５年１０月２８日(土) 

                     午前１１時４０分まで 

開 催 場 所          朝霞市立第二中学校 ２階 図書室 

出 席 者          

田原 亮  髙橋 直美  高橋 岳生   

清水 良樹 宮林 信明  比留間 寿昭  

土橋 徹嘉  欠席：勝瀬 亮助  冨重 淳 

（司会・記録 滝田 真人） 

会 議 内 容          

１ １学期の学校運営について 

２ 協議 

  ・本年度後半の行事予定について 

  ・学校運営協議会における取組について 

３ その他 

  ・今後の学校運営協議会の開催について 

会 議 資 料          

・学校運営協議会次第  

・資料（学力調査結果分析） 

・学校評価実施要綱 

・県教委 働き方改革リーフレット 

会 議 録 の        

 

作 成 方 針 

 □電磁的記録から文書に書き起こした全文記録 

 □電磁的記録から文書に書き起こした要点記録 

 ☑要点記録 

 □電磁的記録での保管（保存年限   年） 

電磁的記録から文書に書き起こ 

した場合の当該電磁的記録の保 

存期間 

□会議録の確認後消去 

□会議録の確認後〇か月 

会議録の確認方法 議事内容による確認 

 

そ の 他 の          

 必 要 事 項          

 傍聴者  ０人 

 

 



  審議内容（発言者、発言内容、審議経過、結論等）                             

１．開会、諸連絡（教頭） 

 

２．校長あいさつ 

・現在まで概ね計画に沿って教育活動を展開することができている。 

・エアコン工事、外壁工事は年内終了予定である。 

・学校評価に向けてご意見を頂きたい。 

 

３．協議 

〇学力の現状について、全国学力学習状況調査等の分析結果を提供。 

・３教科の結果は、概ね国や県と同程度である。 

・生徒質問紙では、自己肯定感は高く、教員に認められている、わかるまで

教えてくれる、相談できる、学校に行くのは楽しい、友人関係に満足等の

項目で当てはまると答えている生徒の割合が高い。 

・学校の授業時間以外に勉強する時間が平日、休日ともに国や県より少ない

傾向にある。 

〇教員の働き方改革（業務改善に向けて）について現状を報告 

・教員の時間外勤務時間は、月４５時間以内、年３６０時間以内の目標を達

成するには大変厳しい現状があるが、取り組みを進めている。 

・市教委主導の午前７時３０分以降出勤、午後８時以前退勤を実施したが、

業務量の削減をしなければ効果は限定的である。 

・文部科学省の働き方・チェックシートからは、業務改善は進んでいるが目

標を達成するのは難しい。 

〇改善策として以下の方策を検討中であり、意見交換する 

・部活動の下校時刻を教職員の退勤時間にあわせる。 

・朝読書の廃止、週３回の昼清掃のみ実施とする。 

・部活統一週休日を設定し、その曜日を７時間授業とする。 

・林間学校の廃止。 

・修学旅行の実施学年を２年生への移行。 

・大掃除を年度末１回へ（１２月は保護者・地域へ協力を仰ぐ） 

・３学期末の短縮日を増やす。 

・定期テストを廃止し単元テストを実施し、自動採点システムを活用する。 

・式典の簡略化。（例:告示、来賓紹介の簡略化） 

・学校行事等は勤務時間内で実施できる計画に変更する。（後日に振替を取

ることができない現状がある） 

〇働き方改革に関連する部活動の地域移行について意見交換する。 

・指導者はどうするのか。 

・財源はどうするのか。 

・時間、活動場所はどうするのか。 

・様々な課題があるが、現在、本市も検討中であることから、学校単位での

対応を進めることができない。 



 

〇学校運営協議会としては、先生方一人一人の意見が知りたい。 

・意見交換会を実施したいが、多忙な現状の中では困難である。 

・今回の改善案を教職員に提示し、校内学年会議で可能な限り意見を集め、

次回の学校運営協議会で協議する。 

 

９．次回の学校運営協議会について 

・令和６年３月１日（金）（予定） 学校評価について 

 

１０．その他(諸連絡) 

・本日はありがとうございました。 

 

１１．閉会の言葉（教頭） 

 

 

 


